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地
震
等
の
災
害
発
生
に
備
え
て

～
安
全
な
帰
宅
の
た
め
に
～

職
場
や
学
校
、
外
出
先
な
ど
、

自
宅
か
ら
離
れ
た
場
所
に
い
る
と

き
に
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す

る
と
、
自
宅
に
帰
る
こ
と
が
困
難

に
な
る
人
が
多
数
発
生
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
も
、
多
く
の
帰
宅
困

難
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

災
害
が
発
生
し
た
ら
、
む
や
み

に
移
動
を
開
始
せ
ず
、
身
の
安
全

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
落
ち
着

い
て
交
通
情
報
や
被
害
情
報
等
を

確
認
し
、
適
切
な
行
動
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い
！

・
ま
ず
は
自
身
の
身
の
安
全
を
確

保
し
ま
し
ょ
う
。

・
職
場
や
集
客
施
設
等
の
安
全
な

場
所
に
と
ど
ま
り
ま
し
ょ
う
。

・
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り

家
族
の
安
否
や
自
宅
の
無
事
を

確
か
め
ま
し
ょ
う
。

・
交
通
機
関
の
情
報
や
道
路
の
被

害
状
況
な
ど
を
入
手
し
ま
し
ょ

う
。

安
全
な
徒
歩
帰
宅
の
た
め
に

・
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩

き
ま
し
ょ
う
。

・
職
場
な
ど
に
歩
き
や
す
い
ス

ニ
ー
カ
ー
や
懐
中
電
灯
、
手

袋
、
飲
料
水
や

食
糧
な
ど
を
用

意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
事
前
に
安
否
確
認
の
方
法
や
集

合
場
所
を
家
族
で
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

・
徒
歩
や
バ
ス
に
よ
る
帰
宅
経
路

の
状
況
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
コ
ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
（
千
葉
県
お
よ
び
九
都

県
市
で
は
コ
ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
等
と
徒
歩
帰
宅
支

援
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
水

道
水
、
ト
イ
レ
や
交
通
情
報
な

ど
を
可
能
な
範
囲
で
提
供
し
て

頂
け
ま
す
）。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
総
務
課
防
災
対
策
室
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
９
、Ｆ
⒇
１
６
０
２
へ
。

「行財政改革大綱第６次実施計画」を策定しました
市では、社会情勢の変化に柔軟に対応できる行財政運営を目指して、さらなる市政の改革に取り組むため、
平成26年度から28年度までを計画期間とする「茂原市行財政改革大綱第６次実施計画」を策定しました。

◎計画の概要

◎パブリックコメント
計画（案）について、パブリックコメントを実施した結果、２人の方から、11件のご意見・ご提言をい
ただきました。
※�計画の内容およびパブリックコメントの結果は、市行財政改革推進課窓口、同課ホームページ、本納支
所および市役所１階情報公開コーナーでご覧になれます。

お問い合わせは、市行財政改革推進課（４階）　☎（20）1702、Ｆ（20）1602へ。

行財政改革大綱第6次実施計画

基
本
的
な
目
標

さわやかで開かれた
市政の推進

⇩
地域力の向上

市民にわかりやすく
簡素で効率的な行政運営

⇩
組織力の向上

財政の健全化
⇩

財政力の向上

積極的で創意工夫�
あふれる職員の育成

⇩
職員力の向上

推
進
す
る
項
目

・市民協働の推進
・開かれた行政運営

・行政運営の効率化
・行政機構・人事管理の
適正化
・公共施設の見直し

・歳入の確保
・歳出の最適化
・健全な財政運営

・人材の育成
・人事給与制度の検証

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

（
実
施
す
る
取
組
）

・市民ボランティア活動
の推進
・情報発信力の強化

など６項目

・適正な定員管理
・公共施設マネジメント
の推進

など６項目

・公有財産の売却、有効
活用
・全事業の再検証

など11項目

・職員の意識改革の徹底
・人事評価制度の明確化

など５項目

お知らせ 広報もばら4月1日号は、3月31日にお届けします。


